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1. 緒言 

近年，OpenAI社が開発したChatGPT-4に代

表される言語生成AIは，文章の要約等だけで

なく，プログラム言語を扱うことができるため，

指定した条件に対してプログラミングコード

を生成することも可能になってきている．また，

生成AIを利用した三次元形状の生成1)も研究

されるなど，言葉だけで適切な形状を作成し，

その評価を行うAIの登場が期待されている． 

一方，流体解析においては，計算格子の生成

や境界条件等の各種設定は非常に煩雑なもの

となっている．特に，オープンソースの流体解

析開発環境であるOpenFOAMの利用に際し

ては，Fig.1に示すようなテキスト形式で各種

設定を行うため，初学者が解析を行うにあたっ

てのハードルが高いものとなっている．また，

複雑化した流れ解析の条件をテキストで設定

する際に時間を要する． 

そこで，本研究では，流れ解析におけるテキ

ストベースの条件設定ファイルの生成に，言語

生成AIであるChatGPT-4を用いて解析を行う

手法について検証した． 

 

2. 流体解析用設定ファイルの作成 

流体解析開発環境であるOpenFOAMにおけ

る設定ファイルの作成について述べる． 

2.1. 流体解析の設定項目 

 流れ解析における設定項目は，通常，以下の

ようなものが挙げられる． 

・計算領域と流路等の物体形状の設定 

・支配方程式（物理モデル）とソルバーの選

定 

 ・境界条件 

 ・初期条件 

OpenFOAMでは，これらの設定のために複数

のテキストファイルを準備する必要がある． 

2.2. 格子生成 

 計算領域の空間的な離散化である格子生成

には， ベースとなる格子生成にblockMeshを，

形状データの境界適合の非構造格子生成に

snappyHexMeshを用いた．これらの格子生成

の設定にはそれぞれテキストベースのDictフ

ァイルを準備する必要がある． Fig.1は

blockMeshDictの一部分を示しており，ベース

格子生成の代表的な格子点座標の設定項目部

分である． 

 

3. 流れの解析条件 

今回は，検証のために，設定ファイルが比較

的少ないポテンシャル流れソルバーである

potentialFoamを用いて，Fig.2のような円柱

周りの流れを対象に解析を行った．半径0.5m

の円柱を中心に，流れ方向をx方向として，x，

ｙ方向に4m，z方向に1mの計算領域を設定し

た．境界条件は，左面を流入境界として流入速

度一定 𝑈 = (1,0,0) m/s，右面を流出境界とし

 
Fig. 1 blockMeshDictの一部分 

 

 
Fig. 2 解析条件 2) 
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て圧力一定𝑝 = 0 𝑃𝑎とした．また，初期条件は

𝑈 = 0 m/s, 𝑝 = 0 𝑃𝑎とした． 

 

4. ChatGPTを用いた設定ファイルの

生成と流れ解析結果 

本研究では，ChatGPTへ解析条件を指定し，

生成された設定ファイルを用いて解析を行っ

た．実行時エラーが発生した場合は，エラー文

をそのままChatGPTに送信することで設定フ

ァイルの修正を行った．Table 1に，ChatGPT

で生成した設定ファイルと生成に要した生成

回数を示す． 

まず，blockMeshを用いて，Fig.2のような計

算領域に対する境界適合の構造格子を作成す

るための設定ファイルblockMeshDictの生成

を行ったところ，同じエラーが繰り返され，設

定ファイルの生成に失敗した．これは，言語生

成AIでは，現状2桁の足し算のように数字を扱

うこと苦手であり，blockMeshにおける格子生

成において，座標の把握まではできたものの，

座標からなる面の定義に失敗したことが原因

と考えられる．そこで，blockMeshでベースと

なる計算格子を生成し，snappyHexMeshで境

界適合の非構造格子を生成する方法に変更し

た．この場合，円柱の形状データが必要となる

が，その形状データ作成のためのPythonコー

ド に つ い て も ChatGPT で 生 成 し た ． 

snappyHexMeshDictの生成に際しては，円柱

形状の内側にメッシュを生成するような設定

ファイルが初期に生成されたが，誤った設定項

目を指摘することにで適切な修正を行い，その

結果，Fig.3のような円柱周りのメッシュが作

成された．また，ソルバーの制御に関する設定

ファイルである controlDict， fvSchemes，

fvSolution，速度と圧力に対する境界条件設定

ファイルU，pの生成については，1~2回とかな

り少ないChatGPTとの対話によって設定ファ

イルの生成が実現できた．以上のChatGPTに

よって生成した設定ファイルを用いてポテン

シャル流れの解析を行った結果をFig.4に示す．

円柱の上部と下部で流速が速くなっており，定

性的に妥当な結果が得られた． 

 

5. 結言 

 言語生成 AI である ChatGPT-4 に流れの解

析条件を指定することで，OpenFOAMの設定

ファイルを生成した結果，完全ではないものの

解析を行うことができた．講演では， 

ChatGPT と対話内容について具体的に示し，

設定ファイルの生成方法について説明する． 
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Table 1 各設定ファイルの生成回数 

設定ファイル名 生成回数 

blockMeshDict 生成失敗 

snappyHexMeshDict 7 

controlDict 1 

fvSchemes 1 

fvSolution 2 

U 2 

p 2 

 

 
Fig. 3 作成されたメッシュ 

 
Fig. 3 円柱周りの速度分布 
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